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到達目標

授業回

第1回

第2回

第3回

法文書作成の基礎知識(1)
法文書作成上の留意点を整理するとともに、
法令・判例およびその他の論文等の法律情報
の検索・調査方法について、事例を交えて検
討する。
法文書作成の基礎知識(2)
同じテーマに関して別の実務家が作成した
２つの文書の実例を比較することで、実務的
観点から、法文書としての構成、体裁、表現
方法等の巧拙、適否を検討する。

（予習課題①）弁論要旨の比較

法文書作成の基礎知識(3)
⺠事実務で作成する法文書には、裁判所に提
出する各種書面、裁判所外で利用する各種通
知書・契約書・意見書等の様々なものがあ
る。それらの法文書を概説するとともに、そ
の特徴・作成目的および留意点を検討する。

講義
2単位

本講義では、法曹に求められる基本的能力としての、法文書作成の基礎技術を身に付ける
べく、まず法令・判例・法律論文等の法情報の調査・検索についての基礎的知識を整理す
るとともに、それらの知識を踏まえて、⺠事弁護実務で作成することの多い、典型的な法
文書を取り上げ、各種の法文書の実例の検討や自らそれを作成する。

弁護士は、当事者その他の関係人の依頼または官公署の委嘱を受けて、紛争を予防し、ま
たはその解決をするため、様々な法律事務を行うことを職務としている。
その中でも、事件に応じた必要かつ適切な法文書を作成することは、⺠事弁護実務の分野
において重要な作業といえる。
これらの法文書を的確に作成し、その職務を遂行するためには、取り扱う事件または紛争
について、その事実関係を的確に把握することに加えて、その法的論点を正確に抽出・分
析し、それらについての法令・判例等の法情報を調査・検討し、その結果を踏まえて、目
的に沿った内容の文書を作成することが求められる。
よって、本講義の到達目標は、上記「科目の主題」記載の基礎知識の整理や法文書の実例
の検討、作成といった作業を通じて、実体法・手続法の理解を深めるとともに、法文書の
形式的要件等その作成のために必要となる基本的知識と技術を修得でき、また、事実関係
の評価、分析する能力を身に付け、向上させることとする。

各回の授業内容 事前・事後学習の内容
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第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

裁判文書の作成と検討(5)
その他の裁判書類（証拠申請書等の各種申立
書等）を整理するとともに、その作成上の留
意点を概説する。また、訴訟上の和解に用い
られる和解条項、判決書の構成、記載内容に
つき概説する。

（予習課題⑦）和解条項の作成

裁判文書の作成と検討(2)−訴状を中心とし
て
 訴状は、裁判所に提出する代表的な文書と
いえる。訴状作成上の留意点を概説するとと
もに、事例を与え実際に訴状を作成させて検
討する。

（予習課題④）訴状の作成

裁判文書の作成と検討(3)−答弁書を中心と
して
 答弁書について、実例等を素材として検討
し、その作成上の留意点を概説する。

（予習課題⑤）答弁書の作成

裁判文書の作成と検討(4)−準備書面を中心
として
 準備書面について、事例等を素材として検
討し、その作成上の留意点を検討する。

（予習課題⑥）準備書面の作成

意見書作成の基礎知識
依頼者から相談を受け、それを踏まえた弁護
士としての法律意見を書面にまとめ、依頼者
等に提出することは、弁護士の重要な作業の
１つである。
ここでは、それらの意見書作成において留意
すべきことを概説するとともに、事例を与
え、それについての意見書構成・作成上の注
意事項を検討する。

（予習課題②）意見書作成

各種通知書の作成とその基礎知識
⺠事実務では、催告書・解除通知・相殺通知
等の通知書を作成する。それらの各種通知書
作成上の留意点を検討するとともに、内容証
明郵便の利用の目的、利害得失について検討
する。

（予習課題③）通知書（内容証明郵便）の作
成

裁判文書の作成と検討(1)
⺠事訴訟において、裁判所に提出する各種文
書を概説するとともに、その訴訟上の意義・
作成上の基礎知識について検討する。
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第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

成績評価方法

履修上の注意

教科書

参考文献

その他

（教材）
教員が作成または準備したレジュメ・資料を使用する

適宜授業において紹介する。

絶対評価
授業において作成させる法文書の内容  40％、学期末にレポート形式で課す法文書作成の
結果を  60％の割合として絶対評価する。

予習課題の提出が相当数あるので、課題の検討、作成、提出の時間管理をしっかり行うこ
と。

まとめ
本講義のまとめを行う。

契約書作成と検討(2)
ビジネスにおいてよく利用されるその他の各
種契約書について概説し、基本的な条項につ
いて検討する。

契約書作成と検討(3)
契約書チェックの技法、ポイントについて検
討する。

（事前）修正前後の契約書案の比較検討

契約書作成と検討(4)
契約条項適用のポイントについて検討する。

（事前）事例検討

裁判文書の作成と検討(6)
裁判文書についてのまとめを行う。

契約書作成と検討(1)
各種契約書締結にいたるステップを整理し、
それらを作成する上で、留意すべき点を検討
するとともに、売買契約・賃貸借契約・金銭
消費貸借契約等の日常の取引・生活において
よく利用される契約類型について、実際の契
約書例を素材としてその契約条項について検
討する。
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